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内容の要旨 
 
中国人留学生である侯雨萌氏（男性）は、博士課程在籍中に論文３点（いずれも査読有）
を公表し、全国的学会で１回の報告を行っている。この博士学位請求論文は、既発表の研
究業績を踏まえて作成されている。本論文は基準字数（８万字）をはるかに上回る 14 万字
以上の字数で書かれている。 
本論文は全８章で構成されている。その内容は孔子、孟子、荀子、いわゆる先秦儒学の
思想家とされる３名の思想を再検討し、現代中国における道徳普及に先秦儒学思想がどの
ような寄与をなしうるかという問題を中心として考察が展開されている。 
 本論文の全体的構成は次のとおりである。  
１．はじめに 
２．先秦儒学とは何か 
３．孔子の思想 
 3.1 仁 
 3.2 礼 
 3.3 義 
 3.4 仁の他の徳目 
  3.4.1 孝と悌 
   3.4.2 忠と信 
   3.4.3 恕 
 3.5 孔子の政治思想 
４．孟子の思想 
 4.1 性善論と四端 
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 4.2 四徳 
   4.2.1 仁と義 
   4.2.2 礼と智 
   4.2.3 仁義礼智の内在性 
   4.2.4 人間が必ずしも善ではない理由 
 4.3 五倫 
 4.4 孟子の政治思想 
５．荀子の思想 
 5.1 性悪論 
 5.2 礼と法 
 5.3 仁義 
 5.4 荀子の政治思想 
  5.4.1 王道概念の比較－孟子と荀子－ 
  5.4.2 覇道概念の比較－孟子と荀子－ 
  5.4.3 覇道の概念を変えたのは誰か－管仲を視野に入れて－ 
   5.4.4 まとめ 
６．現代中国に見られる先秦儒学の姿 
 6.1 社会主義核心価値観と先秦儒学 
 6.2 現代中国社会における徳と不徳 
 6.3 日常生活に見られる先秦儒学の姿 
 6.4 教育活動に見られる先秦儒学の姿 
 6.5 経済活動に見られる先秦儒学の姿 
 6.6 政治活動に見られる先秦儒学の姿 
７．現代中国に求められる儒学の形 
８．おわりに 
 
各章の内容梗概は次のとおりである。 
１．はじめに 
 1974 年 1 月から同年 6 月まで続いた「批林批孔運動」では、孔子や孟子、朱熹などの儒
学者、及び儒学思想そのものが厳しい批判を受けたが、近年（特に 21 世紀に入ってから）
では、儒学思想は「中国の誇るべき伝統思想」だと再評価されるようになり、儒学思想の
再整理、再認識は、高度成長中の現代中国にとって極めて重要だということが認められて
いる。 
 儒学思想を大きく分類すると、孔子・孟子・荀子などの春秋戦国時代の儒学者を代表と
する「先秦儒学」と、前漢の董仲舒の学説である「春秋公羊学」、南宋の朱熹の学説である
「朱子学」、明の王陽明の学説である「良知心学」などに分けることができる。 
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本論文では、儒学の中から先秦儒学の部分を取り出し、先秦儒学者の代表者である孔子、
孟子、荀子の三人の道徳思想・政治思想をそれぞれ詳しく考察して分析し、先秦儒学思想
の全容をまとめる。また、現代中国に見られる先秦儒学の姿とその影響について考察し、
現代中国に求められる儒学の形とは一体どのようなものなのか、という問題について論じ
る。 
２．先秦儒学とは何か 
 「先秦儒学」という言葉は、日本ではまだあまり使われていないが、中国においてはよ
く使われている。 
先秦とは、紀元前 221 年の秦による統一国家成立以前の時期のことであり、先秦儒学と
は、先秦時代の、初期の儒学思想のことである。すなわち孔子から始まり、孔子の道徳・
政治思想を継承して発展させた顔淵、曽子、子思、孟子、荀子などを含める多くの先秦儒
学者が提唱した思想を基本とした学問のことである。その中では、孔子、孟子、荀子の三
人の思想が最も知られており、多くの場合では、「先秦儒学」という言葉は特に孔子、孟子、
荀子三人の思想を指している。 
本論文では「先秦儒学」という言葉を孔子、孟子、荀子三人の思想に限定する。また、
本論文で使われる「現代中国」または「現代の中国」というような表現は，1978 年以降の
「改革開放後の中国」を指す。 
３．孔子の思想 
 孔子の言う仁とは、自己を抑制し、孝悌のような身近のことから着手して個々の美徳を
総合し、自己の不足を補い、円満な全徳を身につけて保持し、常に礼にかなって行動し、
またそれと同時に常に他人のことを心にかけ安らかにし、人の前において「高徳の士」と
して振る舞うというような、一種の理想的道徳のことである。 
 孔子の言う礼とは、社会の秩序を保つための生活規範の総称であり、すべての人間関係
の間に見られ、その内容は昔から伝わってきた周の礼である。孔子は昔に制定された礼の
内容にしつこいぐらいにこだわり、それこそが理想的な秩序であると主張していたが、決
していかなる変通も効かないというわけではなく、節倹のためなら、場合によっては礼の
規範にかなわない行動をしてもよいと、孔子は主張した。 
 孔子の言う義とは、道理にかなう正当なることを指し、ひとりの人間として守るべき道
徳・倫理の準則のようなものである。 
 孔子は仁を中心に説くほかにも、孝、悌、忠、信、恕などの徳目を挙げて説いた。 
孔子の政治思想の最も大きな特徴は「徳治主義」である。徳治主義とは、「徳を備えた為
政者が徳をもって民を教化し、政治を行うべきである」という考え方であり、孔子に始ま
る儒家の政治思想の根本である。さらに、孔子は徳治主義の上に「仁政」を提唱し、民の
為政者への信頼と民生の安定を重視した。 
孔子は理想の政治の実現を求めていたが、単に理想を語ったわけではない。当時の社会
状況のなかで、封建的秩序を保つための現実的な法律や刑罰の機能を否定せず、その上に
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民を導く道徳の重要性を認識し、徳と礼による政治を提唱したのである。 
４．孟子の思想 
孟子は、惻隠の心、羞悪の心、辞譲の心、是非の心の四つを四端と称し、四端が生まれ
ながらにしてすべての人間に備わっており、それらが仁義礼智の四徳の萌芽であると考え、
人間の本性は生まれながらにして善であると主張した。 
四徳とは「仁」「義」「礼」「智」の四つの徳目のことである。 
仁とは惻隠の心から発し、親を親しむことから、民を恵み慈しむことまでのすべてを含
む一種の思いやりの徳であり、同時に人間の生まれつきの本心をも指す。 
義とは、羞悪の心から発し、長上を尊敬することから公正や秩序を保つことまでのすべ
てを含む一種の自己抑制の徳であり、同時に人間の本心を実現するために踏むべき道をも
指す。 
礼とは辞譲の心から発し、一種の他人に譲る徳、または言行を慎み敬う徳であり、同時
に人間の道徳心とその道徳心を実現するために踏むべき道とを整え飾ることをも指す。 
智とは是非の心から発し、物事の理路を判断する徳であり、同時に人間の道徳心とその
道徳心を実現するために踏むべき道とを正しく理解して守ることをも指す。 
仁義礼智は、いずれも外より人間を飾るものではなく、生まれながらにしてすべての人
間に備わっており、内在する徳であると孟子は主張した。 
生まれながらに善である性を、正しい教育で育て、外的環境からの良い影響を受けさせ、
修養して修めるならば、仁義礼智などの徳が成就するが、逆に、善である性に、外的環境
からの悪い影響を受けさせ、または教や修養が足りなければ、道徳が成就せず、人間は善
くないことをするようになると孟子は説いた。また、孟子は人間として守るべき五つの人
倫を「五倫」として説いた。 
 孟子の政治思想の最も大きな特徴は「民本主義」である。民こそが国家の根本であり、
為政者が最も重視すべき存在であると孟子は主張した。孟子によれば、民の意志は天の意
志を代表することになり、天の意志を伝える民が国家の根本となるのである。 
孟子は、徳を身につけて実行し、適切な政策を実行することによって民生の安定を保障
し、その上に諸徳を教えれば、自国の民も他国の民もその為政者を慕うようになり、やが
て天下は心服してその為政者のもとに統一されると考えた。そして民の意志は天の意志を
代表するため、天下が心服してその為政者のもとに統一されるのは、実は天が天下をその
為政者に与えるのであると孟子は主張した。これが孟子のいう王道であるが、彼は孔子と
同じように、現実的な法律や刑罰の機能を否定しなかった。また、孟子の政治思想と孟子
の天の思想との関係について、従来の学界での「孟子の王道とは、理法としての天の、天
下における、政治の場における具体化・自己展開の結果である」という観点に対して、本
論文では、天の意志という概念は、孟子が、下剋上となる王道に正当性を与え、覇道より
も優位に立たせ、民生重視の主張に説得性を与えるために付加した借りものであり、孟子
の政治思想の中心というようなものではないとの反論が提起されている。 
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５．荀子の思想 
孟子は「性善論」を説き、人間にはみな、諸徳の萌芽である四端、善なる性が備わって
おり、それを保持し、かつ拡充すれば、人間は美徳を備えるようになると主張した。それ
に対して荀子は「性悪論」を説き、人間の本性は生まれながらにして悪であり、その善と
いうのは思慮や学習努力などの人為的なことの結果であると主張し、また善なる行為がで
きるのは、人間には仁義を習得できる素質や仁義を実行できる能力が備わっているからだ
と主張した。 
荀子の思想の中心は「礼」である。礼とは、身分の高い人を尊敬し、老人には孝行を尽
くし、年上の人には従順にし、幼い人をいつくしみ、賤しい人に恵みを施すことである。
礼は、古の先王によって、人々の欲望を規制するための秩序として作られた。礼の本質は
仁心の具体化であり、その根本は人の心に順応することである。孔子は周から伝わってき
た礼をそのまま継承したが、荀子はそれに加え、人の心に順応することのすべてが礼であ
ると主張し、礼の範囲を広げた。 
政治においての礼とは、政治を行うときに従うべき規範のことである。荀子は政治にお
ける礼の重要性を大いに強調し、礼にかなう政治こそが政治の最善の形であると主張した。
また、荀子は、国にとっての法の重要性をも大いに強調している。その政治思想は、「礼に
よる法治主義」である。 
荀子の仁とは、一種の礼の秩序にしたがう差異のある愛であり、荀子の義とは、一種の
礼の秩序にしたがう秩序のある理である。 
荀子は孟子と同じように、王道を高く評価し、最も理想的な政治形態としたが、荀子の
王道と孟子の王道との間には、大きな違いが二つ存在する。まず、孟子の王道には、軍事
力の重要性への強調が見られないが、それに対して荀子は、王道にも軍事力が必要である
とした。次に、孟子は王道を歩く者は刑罰を省くべきであると主張し、政刑を明らかにす
るのは国家の時局が安定してからでよいと説いたが、荀子は、国家にとっての法律の重要
性を大いに強調し、王道には法律が必要不可欠であると主張した。その王道は「礼を身に
つけた王者の法による政治」とも言える。 
孟子が覇道を厳しく攻撃したのに対し、荀子は覇道の正当性と価値を認め、覇道を王道
に次ぐ位置に置いたことはすでに多くの先行研究において述べられているが、本論文では
これに加え、二人がそれぞれに説いた覇道は、仁義の有無の角度から見れば、全く別もの
であると理解してもよいと指摘されている。孟子が覇者は仁を装い、覇道には仁義の要素
がないと説いたのに対し、荀子は、覇者は民を愛し、理に従うと説き、覇道にも仁義が必
要であると主張した。そして、これまでの研究では、荀子が従来の覇者の概念に、信や人
民を愛するなどの価値をつけ加え、あるべき覇者の像を描き出し、これを王者に次ぐ段階
にまで引き上げたと考えられているが、本論文ではこれと逆に、従来の覇者の概念を変え
たのは荀子ではなく、孟子であると主張している。すなわち、孟子は管仲の覇道の概念か
ら、徳や義などの要素を取り除き、これを「亡道」（仁義がなく権謀のみを用いる政道）に
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近い段階までに引き下ろしたのであり、これに対して荀子は、当時一般的な概念としての
管仲の覇道を是認し、そのまま受け入れて説いたと主張されている。 
６．現代中国に見られる先秦儒学の姿 
現代中国では、共産党政府主導のもとに「社会主義核心価値観」というものが提唱され
ている。社会主義核心価値観の基本内容と儒学思想の諸徳目との間には、多くの共通点、
または類似点が見られる。このような共通点や類似点が見られるのは、儒学思想の道徳思
想が、社会主義核心価値観の形成になんらかの形で影響を与えた、という可能性が考えら
れる。さらに、その道徳思想にある仁、義、礼、忠、信、孝、悌などのような徳目は、ほ
とんど孔子や孟子、荀子の道徳思想にある徳目である。よって、儒学思想が社会主義核心
価値観に影響を与えたというのは、実は先秦儒学の道徳思想が社会主義核心価値観に影響
を与えた、としなければならない。 
しかしながら、「先秦儒学の道徳思想が社会主義核心価値観に影響を与えた」という結論
は、あくまでも可能性の一つにすぎない。社会主義核心価値観の提起者であり実践者であ
る中国共産党からの、社会主義核心価値観の基本内容への、さらなる説明や解読がない限
り、現段階において、社会主義核心価値観と先秦儒学道徳思想との間にある共通点や類似
点を、先秦儒学からの影響であると断言することはまだできない。しかし、両者の間に共
通点や類似点があれば、現代中国人の聞き慣れている先秦儒学の教えへの親しみやアイデ
ンティティを利用し、先秦儒学の徳目と社会主義核心価値観とを合わせて現代中国社会に
おいて普及させることがしやすくなる、と考えられる。 
孝、仁、義、礼などの先秦儒学の道徳思想は、現代中国社会の隅々にまで見られる。し
かし同時に、現在の中国社会においては不孝、不仁、不義、無礼などの現象が多く見られ
る。現代中国には、徳治主義に基づく自覚のある道徳人の育成が求められており、ここで
考えられるのが、道徳形成に対する儒学思想の有効性である。政治的役割で始まった先秦
儒学を今日の経済大国の観点から見直し、道徳的、経済的役割をもつものにする。近年の
中国では、徳育重視の傾向が見られ、政府はさまざまな手段を通じて、一度失われた先秦
儒学の精神を取り戻そうとしている。 
現代中国の日常生活、教育活動、経済活動、政治活動の四つの領域には、先秦儒学の鮮
明な姿とその影響が見られる。 
７．現代中国に求められる儒学の形 
現代中国において儒学思想に積極的作用を発揮させるのであれば、儒学思想を、現代中
国社会に適する新しい形にして活かさなければならない。唯物史観の立場を堅持し、昔の
ものを現在に役立たせ、粕を除いて精髄を取り出し、偽物を取り去って本物を残し、その
勢いに応じて有利に導き、より深い段階に向かって研究し、儒学を新たな時代条件の下で
積極的な作用を発揮させるべきである。今日の中国社会における、儒学思想に求められる
積極的作用とは、道徳形成・道徳向上に対する儒学的道徳思想の有効性である。古い先秦
儒学に新しい思索を加え、現代中国に適する斬新な形にし、教育の立場から、社会道徳思
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想の形で教え、個人道徳として根づかせ、積極的作用を発揮させれば、一人ひとりの現代
中国人の心の中に儒学精神を取り戻すことができ、人々は正直に振る舞い、道徳的活動を
するようになるものと期待される。 
８．おわりに 
以上のように、本論文は、文献研究を通して先秦儒学者の代表者である孔子、孟子、荀
子の三人の道徳思想・政治思想を考察して分析し、先秦儒学思想の全容をまとめている。
また、本論文は、社会主義核心価値観と先秦儒学との関係について考察し、現代中国社会
に見られる徳と不徳の現象について分析を行い、現代中国の日常生活、教育活動、経済活
動、政治活動の四つの領域に見られる先秦儒学の姿とその影響について考察している。さ
らに、本論文は、現代中国と儒学思想との関係について考察し、現代中国に求められる儒
学の形とは一体どのようなものなのか、という問題について分析している。 
「めざましい経済発展を遂げつつある現代中国には、今後、先秦儒学の、道徳思想とし
ての役割が不可欠になると思われる」という結語で本論文は閉じられている。 
 
 
審査結果の要旨 
１．評価 
本論文の手法は、孔子、孟子、荀子の思想を記す文献を精確に読み直し、先行研究の誤
解や不備を摘出して、新解釈を提示するものである。その読解は正確であり、先行研究批
判の論理展開の理路も極めて整然としている。特に、日本の学者が陥りやすい誤読を中国
側の読解の視点から指摘して、正しい読み方を提起したり、従来の解釈の不備を指摘して
新たな解釈を提示したりしている点に、本論文の豊かな独創性が認められる。 
本論文には、孟子の政治思想と天の思想との関係について、「天の意志という概念は王
道に正当性を与えるために付加したものであり、孟子の政治思想の中心と言うべきもので
はない」という新解釈や、王道と覇道の関係について、従来は「覇道の概念を変えたのは
荀子である」と考えられていたが、「覇道の概念を変えたのは孟子のほうである」という新
知見が提起されるなど、学術的にみて極めて価値の高い洞察が展開されている。 
これら、いずれの独創的見解も、緻密な文献講読と精確な論理構成に基づいて提示され
ているが、これは中国人留学生の「母語を活かせる利点」と「非常に高度の日本語能力」
によって可能になるものであり、高く評価すべきものである。 
本論文は、最初の課題として「先秦儒学思想の正確な理解」を掲げ、それを基礎に、第
二の課題として「現代中国に活かすべき先秦儒学の徳目」の内容を検討するという構成と
なっている。第二課題の検討は未だ充分であるとは言えないが、今後の研究課題として飛
躍的に深化する可能性を秘めた結論に達しており、将来性に富む資質が充分に発揮された
論文であると認められる。 
口頭試問において、一人の副査から「なぜ漢代以降の儒学についての言及がないのか」
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という質問がなされたが、それに対しては、「現代中国において社会的影響力を有している
のは先秦儒学に限定されており、漢代以降の儒学は専門的研究の場でしか見られない」と
いうことと、「現代中国に求められている道徳形成・道徳向上に対する儒学の有効性という
観点から見た場合、それに最もふさわしいのは、道徳思想を主とする先秦儒学である」と
いう説明がなされ、質問者の疑問は氷解した。また、「孟子と荀子の間には性善論と性悪論
という対立や、覇道の批判と肯定というような相反する立場があるのに、同じ先秦儒学と
して位置づけられるのは何故なのか」という質問があったが、それに対しては、「孟子と荀
子の思想は表面的には矛盾しているように見えるが、視点を変えると、孟子も荀子も人間
のもつ性質の片方を強調しているにすぎない。また、覇道に関する主張の違いも、両者の
覇道の内容は同じものではなく、仁義の有無という角度から見れば両者の言う覇道は全く
異なるものであり、王・覇に関する両者の意見には根本的に通じるものがある」との説明
がなされ、質問者の納得が得られた。 
２．残された課題 
 本論文の主たるテーマである二つの課題、「先秦儒学思想の正確な理解」と「現代中国に
活かすべき先秦儒学の徳目」とのうち、前者については一応、充分と言えるような内容に
仕上がっていると言えるが、後者については未だ充分な考察まで届いているとは言えない。
特に、封建社会の道徳思想である先秦儒学を、社会主義の国家である現代中国にどのよう
な観点から導入すべきであるのか。また、先秦儒学の徳目のうち、どのような徳目が重視
されるべきであり、どのような徳目は取り除くべきであるのか。さらに導入されるべき徳
目であっても、それをそのままではなく新しい形に変えなければならないが、その新しい
形とは具体的にどのようなものであるべきか、などの問題は今後における必須の課題とし
て取り組まれなければならない、と思われる。 
 封建社会で当然とされていた身分差別や女性差別などを念頭に置き、それらの差別を払
拭した形で現代社会に再生するという課題は、変動する社会状況のなかで、また民主主義
を核とする国際社会のなかでは、それを現実的・具体的に解決するということが決して容
易ではないものとしてある。本論文は、そのような課題の解決を志向して、さらに飛躍を
目指すべき新たな出発点に立つものと言えるであろう。 
３．結論 
現代中国の道徳的問題を念頭に置きながら、中国固有の伝統文化としての儒学を研究す
ることを通じて、現代中国に求められる道徳的理念を探求する本論文の試みには多くの独
創性が認められる。日本語と中国語の文献を偏りなく探索し、それらを活用して論旨を組
み立てていく技量は秀でており、自立して研究を行う充分な能力があると認められる。ま
た、中国人留学生としての経験や語学力を活かして、日本語や中国語の文献を精確に読み
こなしており、従来の研究の不備を多々指摘している。この方向をさらに進めることによ
って、将来的にいっそうすぐれた成果を上げることが期待される。  
本論文は多くの先行研究を踏まえて立論しており、ごく最近の研究にも目配りした視点
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から総合的に論じている。孔子、孟子、荀子の道徳政治思想の本来の姿を解明し、それら
の比較研究を通じて明らかになる新しい見解は、正統的な中国哲学にふさわしいものであ
る。また、先秦儒学を現代中国に有益な道徳思想として認識し直し、両者の関係に新たな
結節点を構築しようとする点には、豊かな先進性と創造性がうかがわれる。  
よって、本論文は本研究科が博士学位の条件としている「研究者としての自立性」と「専
門研究の独創性」等の条件を充分に満たしていると判断される。 
